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ヒト胎盤抽出物製剤

投与後の献血基準が
変更されます
この度､｢特定の海外地域に一定期間滞在していた者｣および｢プラセンタ注射剤の使用歴を有する者」
に対する献血制限に関して､献血基準が改定されることとなりましたので､お知らせいたします。

改定後
2026 年 10 月 1日から

最終使用日から

３か月間は
献血をご遠慮いただき､

3 か月経過後は献血可能です｡

改定前
2026 年 9月 30 日まで

国内承認のプラセンタ注射剤
( ラエンネックを含む ) の使用歴が

ある方は、期間を定めず
基本的に献血をご遠慮いただいて
います。

既に投与されている患者様も対象となります。

見直しの
背景

欧州などの滞在歴およびヒト胎盤エキス ( プラセンタ）注射剤使用歴に基づく献血制限は､
英国を中心とした牛海綿状脳症 (BSE) の流行と、輸血による変異型クロイツフェルト･ヤコブ病 (vCJD)
伝播の可能性を踏まえ、血液製剤の安全性を確保するための予防的措置として実施されてきました。
国内外の発生状況や感染リスク評価、諸外国における献血制限の状況などを総合的に勘案し、
今般､献血基準の改定が行われました。

感染症伝播のリスクを完全に排除することができないことの患者様への説明、
および２０年間の記録保存 ( 管理簿 ) については変更ありませんので､従来通りお願いします。

株式会社 日本生物製剤 本件に関するご質問などがございましたら､弊社担当 MR までご連絡ください｡
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